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中国四川省成都市における生活基盤施設の満足距離に基づく評価
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１．はじめに

多様化した現代社会においては、日常生活に多くの

施設が求められており、都市における施設の空間配置

については今後も重要な課題の１つになると考えられ

る。都市施設の配置計画においては、その方法論の１

つとして、最短経路等を用いた数理的解法に基づく地

理的最適化モデル が従来からよく用いられている。１)

その中でも総移動コスト最小化を目的としたｐ メデ-

ィアンモデルは代表的なモデルである。ところが、こ

れらのモデルは施設利用の空間的な抵抗として、一般

には距離や時間といった物理的な指標が用いられてお

り、都市住民が感じている空間的な抵抗の配慮はされ

ていない。利用者が感じる空間的な抵抗を考慮するこ

とは、利用者の立場からすると施設の配置計画におい

て重要な要素となる。

そこで本研究では、施設利用における心理的な空間

抵抗を考慮した施設配置の評価を行うための方法を提

示するとともに、この方法を中国四川省成都市に適用

、 。し いくつかの生活基盤施設の現状の配置評価を行う

本研究における施設利用者の心理的な空間抵抗の考え

方は、施設利用において利用者が望む満足距離に基づ

いたものであり、既存の文献 で提案されている。２)

２．評価モデル

２)（１）満足率モデル

施設が配置されるとき、住民はある距離以内にその

施設を配置して欲しいと望む距離をもっていると考え
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られる。その距離を満足距離と定義すると、この満足

距離 は個人によって異なった値となると考えられるw

ことから、確率変数とみることができる。変数 の確w

率密度関数を ( )とすると、施設からの距離が の地f w x

点に居住する住民のうち、満足距離 が より長い人w x

が満足することになる。そのときの比率を ( )とすP x

、 。 、ると ( )は式(１)のように表すことができる またP x

この関係は図－１のように描くことができる。

図－１ 満足距離の分布

次に、満足距離 の分布形の推定においては従来のw

研究成果 を参考にして、確率密度関数 ( )に式(２)
3) f x

に示すようなワイブル分布関数を仮定した。
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（２）パラメータの推定

満足距離の確率密度関数のパラメータαは、仮定し

た式（２）を式（１）に代入することによって得られ

た次の式（３）の両辺の対数を取った式（４）を用い

て推定する。

式（４）に対して、満足距離が 以上の比率 ( )x P x

と に関するデータがあれば、回帰分析によりαをx2

推定することができる。

（３）満足率に基づく評価モデル

（ ）、（ ） 。満足率に基づく評価モデルを式 ５ ６ に示す

地域を 個のメッシュに分割し、住民の居住地をメッn

i j m iシュ 、施設番号を 、施設数を で表し、メッシュ

i ijの人口を メッシュ から施設 までの道路距離をa i j d、

とする。

都市部全体における施設の配置に対する住民の満足

P率は式（５）で表される。ここで、式（５）の中の

( )は式（４）より推定されたαに基づく満足率関数x

である。

また、式（６）は住民の施設利用モデルであり、メ

ッシュ の住民は施設を利用する際には、施設までのi

移動距離が最小となる施設を利用すると仮定した。そ

して、その時の移動距離を用いて住民の満足率を計算

する。
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３．成都市の概況および分析データ

（１）成都市の概況

本研究ではケース・スタディとして、中国四川省成

都市を対象とし、成都市におけるいくつかの生活基盤

施設をとりあげ、評価を行う。四川省の省都である成

12,390km 997 1998都市は 総面積が 人口 万人 ともに、 、 （
2

年時点）であり、そのうち都市部の面積は 、162.5km2

人口は 万人である。沿岸から 以上の内陸193 1,000km

に位置し、北京や上海等に比べ未だ経済格差があるも

のの、図－２からわかるとおり、中心地から放射状に

延びる道路とそれを繋ぐ環状線が適度に配置されてお

り、道路ネットワークの整備については比較的高い水

準にあると言え、国家プロジェクトにより今後の発展

が大きく期待されている都市であることがわかる。

図－２ 成都市都市部と道路ネットワーク

（２）満足距離の調査概要

式（４）のパラメータを推定するためには、施設を

配置して欲しい距離が 以上である人の比率 ( )にx P x

関するデータが必要である。このための調査として成

都市において都市住民に対してアンケート調査を行っ

た。質問は 「あなたの家からどれ位の距離以内に施、

設があれば満足しますか」という内容のものであり、

実際の調査では具体的な施設名を記入した。今回の調

査では、他の多くの施設についても利用者からどの程

度離れた地点に立地されるのが望ましいかを検討する

ことも含め、表－１に示した施設を対象に調査を行っ

た。また、成都市都市部における現在の施設配置状況

の１例として公園の分布状況を図－３に示す。
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、 、アンケートの調査対象者は成都市の都市部 成華区

青羊区、金牛区、高新区、錦江区、武侯区、竜泉の７

区の市民であり、直接配布―直接回収方式を採用し、

回収結果は配布数310に対し、有効回収数281で有効回

収率90.6％であった。

表－１ 対象とした施設

図－３ 成都市における公園の分布状況

４．施設配置に対する評価結果

（１）満足率関数

アンケート調査によって得られたデータを用いて、

式（４）のパラメータを推定し、推定精度をみるため

に相関係数を求めた。また、式（４）のパラメータが

推定されたことにより、距離 と住民の満足率 ( )x P x

の関係を得ることができる。この関係を各施設に対し

て描いたものが、図－４と図－５である。図には各施

設に対する関数のパラメータαと相関係数の値とを示

した。

この結果をみると、バス停留所等の日常よく使われ

る施設はかなり近くに設置することが望まれているこ

とがわかる。日常生活圏で設置を検討すべき施設であ

る診療所、警察署、公園等については多くの人が

以内の設置を望んでいる。1,000m

図－４ 施設までの距離と満足率のモデル（その１）

図－５ 施設までの距離と満足率のモデル（その２）

この距離は徒歩や自転車で行ける距離であり、普段

から利用の多い施設であることからできる限り交通費

用をかけずに利用できる距離に設置して欲しいという

要望の現れからであると考えられる。またこれらの施

設は距離に対する満足率の弾力性が大きいため、すな

わち距離の変化量に対して満足率の変化量が大きいた

めに、少しでも利用者から遠くなると極端に満足率は

下降するが、逆に設置によって満足率を上昇させやす

いと考えられるので、施設整備による効果を得られや

すい施設であるとも言える。

また、図書館や博物館のような教育・文化施設や体

育館のような運動施設は、普段の利用が比較的少ない

こと、また施設に駐車場が設けられていると考えられ

ることため利用に際して自動車での移動が可能である

等の理由から、それほど近くに設置が求められていな

い施設であることがわかる。このため、満足率の距離

凡例(パラメータα,　相関係数）
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凡例(パラメータα,　相関係数）
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による弾力性は小さいので、施設整備による効果も得

られにくいことが考えられる。

（２）住民の満足距離に基づく施設評価

各施設の配置に対する利用者の満足率関数が得られ

たので、これを用いて成都市都市部全体での各サービ

スの整備状況の評価を行う。この評価方法は式（５）

に示したとおりであるが、今回の成都市の評価にあた

っては、まず成都市を × のメッシュに分500m 500m

割した。このとき、メッシュ数は であった。また844

メッシュ人口 は、メッシュがそれぞれ所属する行政ai

区の人口密度にメッシュの面積をかけて算出した。

これらのデータから、今回は表－１に示した施設の

うち、都市部全体での整備が求められる施設である体

育館、図書館、博物館、公園について試算を行った。

この結果を示したものが表－２であるが、公園につ

いてはやはり非常に低い水準であった。図－３をみて

もわかるように、市の中心部では大部分が ～500m

以内に設置されているが、周辺部では逆にほ1,000m

とんど設置されておらず、明らかな整備格差が見受け

られる。また、体育館、図書館、博物館においても決

して高い水準ではないことがわかる。

図－６には、各メッシュにおける公園の満足率を算

出し、地図上にその分布を示したものを掲げる。

５．おわりに

本研究では、中国四川省の省都である成都市におい

てその都市部における生活基盤施設を対象として、施

設までの満足距離に基づく評価指標を作成するととも

に現状の施設整備に対する評価を行った。以下に、本

研究で得られた主な成果をまとめる。

（１）成都市においてアンケート調査を実施すること

により、住民の生活基盤施設に対する満足距離の分布

を明らかにした。

（２）住民がもっている満足距離は各個人で異なって

いることから、これを確率変数とみなしワイブル分布

関数を仮定し分布形を推定したところ、相関係数は良

、 。好な値となり 住民の満足率関数を得ることができた

（３）得られた満足率関数を用いて、利用者の視点か

らみた成都市都市部全体における各施設の整備水準の

評価指標を作成するとともに、現状の整備の評価をす

表－２ 都市部全体における満足率（％）

図－６ 公園の満足率の分布（％）

ることができた。その結果、整備水準は決して高いと

は言えず、住民のニーズを満たすためには、まだまだ

課題があることがわかった。
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施設 満足率（％）

公園 ２４．９

体育館 ４４．９

図書館 ４７．１

博物館 ４２．３


